
奥州市埋蔵文化財調査センター
一般財団法人奥州市文化振興財団

❖最新の情報はホームページ等をご確認ください。

主催：一般財団法人奥州市文化振興財団
共催：奥州市　奥州市教育委員会　佐倉河地区振興会
後援：岩手日報社　朝日新聞盛岡総局　毎日新聞盛岡支局　産経新聞盛岡支局
　　　読売新聞盛岡支局　河北新報社　胆江日日新聞社　岩手日日新聞社
　　　NHK盛岡放送局　IBC 岩手放送　テレビ岩手　めんこいテレビ　岩手朝日テレビ
　　　水沢テレビ　エフエム岩手　奥州エフエム

〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字九蔵田96-1
TEL 0197-22-4400     FAX 0197-22-4600 http://www.oshu-bunka.or.jp/maibun/

◎常設展示をご覧になられる場合は、別途入館料がかかります。
◎新型コロナウィルス感染拡大防止のため、本展及び関連のイベントを変更
　または中止することがありますので、ご理解のほどお願いいたします。
　当センターHPやSNSにて最新の情報をご確認ください。

会　　場 ： 奥州市埋蔵文化財調査センター 研修室
開館時間 ： 午前９時～午後４時３０分（最終入場は午後４時まで）
休 館 日 ： 毎週火曜日
観 覧 料 ： 一般 500円　高校生以下無料

（金・祝） （日）

令和４年

９月２３日 １２月４日

展示解説会
10月9日㈰・23日㈰、11月6日㈰・20日㈰　午後２時から

事前申込み不要。直接ご来場ください。

『発掘された文字が語る鎮守府胆沢城』
講師平川 南 氏（国立歴史民俗博物館名誉教授）

記念講演会記念講演会
関連事業

10月15日㈯10月15日㈯
無料 事前申し込みが必要

国指定史跡胆沢城跡
指定100周年記念

特別展
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【交通案内】 ●東北新幹線利用の場合→水沢江刺駅下車、駅前よりタクシーで15分　
　　　　　 ●JR東北本線利用の場合→水沢駅下車、バス（岩手県交通）水沢駅前バス停より
　　　　　　 県南免許センター行きで15分～八幡バス停下車、駅前よりタクシーで10分
　　　　　 ●東北自動車道利用の場合→水沢Ｉ.Ｃより５分

奥州市埋蔵文化財調査センター
一般財団法人奥州市文化振興財団

〒023-0003 岩手県奥州市水沢佐倉河字九蔵田96-1 火曜休館日

TEL 0197-22-4400  FAX 0197-22-4600
http://www.oshu-bunka.or.jp/maibun/

@oshu_maibunmaibun@oshu-bunka.or.jp TwitterE-ｍail

Web

展示解説会開催

10月15日㈯

事前申し込み不要。直接ご来場ください。10月9日㈰・23日㈰、11月6日㈰・20日㈰　午後２時から
【参加申込み方法】
参加を希望される方は、電話・Ｅメールで、
事前にお申込みください。（先着順受付）
★センターへ来館して直接お申込みいただくことも可能です。

申込先

▲

奥州市埋蔵文化財調査センター
9月1日㈭ 午前9時より受付
＜申込み受付開始＞

多賀城に送られた須恵器甕
多賀城市　山王遺跡（多賀城市教育員会 蔵）
瀬谷子窯（奥州市江刺）でつくられた製品。

「宇曹」墨書 風字硯
胆沢城跡
蝦夷の豪族「宇漢米公」氏と
の関係を示すか。

和同開珎
宮古市　長根古墳
（宮古市教育委員会 蔵）
※写真提供
（公財）岩手県文化振興事業団
埋蔵文化財センター

腰帯（復元）
役人が正装で用いた帯。

第34号漆紙文書
胆沢城跡
胆沢城で初めて発見された民政資料。

弩（復元）
ど

（栗原市教育委員会 蔵）
※写真提供　福島県文化財センター白河館

弩機（弩の引き金）
栗原市　伊治城跡
（栗原市教育委員会 蔵）
弩は射撃用の兵器で、胆沢城には
弩師が配備されていた。

講師 平川 南 氏（国立歴史民俗博物館名誉教授）

奥州市文化会館（中ホール）
〒023-0003 
岩手県奥州市水沢佐倉河字石橋41番地

※事前の申し込みが必要無料時間 入場料 300人定員

会場

午後1時30分～4時
開場：午後１時

記念講演会記念講演会
『発掘された文字が語る鎮守府胆沢城』

関連事業

胆
沢
城
跡
が
、国
史
跡
と
な
っ
て
一
〇
〇
年—

—

。

大
正
十
一
年
十
月
十
二
日
、

内
務
省
告
示
第
二
七
〇
号
に
よ
り
、

胆
沢
城
跡
は
、
平
城
宮
跡
や
多
賀
城
跡
、

平
泉
毛
越
寺
跡
な
ど
と
と
も
に

国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

節
目
の
年
に
あ
た
る
令
和
四
年
秋
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

胆
沢
城
跡
と
蝦
夷
の
姿
、

そ
し
て
、
史
跡
と
共
に
生
き
て
き
た
人
々―

―
。

数
多
く
の
発
掘
調
査
の
成
果
を

一
〇
〇
年
の
集
大
成
と
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

◎感染症拡大防止のため、座席の間隔をあけております。
　マスクの着用、手指消毒など、感染症対策にご協力ください。
◎感染症の発生状況により中止になる場合がございます。

来館者制限に関する要請が出た場合は、すでに参加申し込み
いただいたお客様に対してもやむを得ず、お断りの連絡をさせ
ていただく可能性があります。

Eメールの場合は、参加される方全員分の 
①お名前 ②ご住所 ③お電話番号をもれな
くご記入ください。


